

（様式４）
○○大学大学院○○研究科○○専攻に対する認証評価結果（様式）



Ⅰ　判　定※実地調査後に記載。
（認定する場合）
20XX年度○○系専門職大学院認証評価の結果、○○大学大学院○○研究科○○専攻は本協会の○○系専門職大学院基準に適合していると認定する。
認定の期間は、20XX年４月１日から20XX年３月31日までとする。

（認定しない（否）場合）
20XX年度○○系専門職大学院認証評価の結果、○○大学大学院○○研究科○○専攻は本協会の○○系専門職大学院基準の「○○○○（基準の大項目名称）」における是正勧告の状況から、専門職大学院として重大な問題が認められたため、○○系専門職大学院基準に適合していないと判定する。

Ⅱ　総　評
[bookmark: _Hlk217379472]　○○系専門職大学院基準の大項目ごとに、当該専攻の教育研究等の状況の概略を以下に列記する。なお、以下で特に言及のない事項は、評価の結果、概ね適切と判断したものである。当該専攻に対する具体的な提言については、「Ⅲ　提　言」を参照されたい。

１　使命・目的※10行以内で記載。
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

２　教育課程・学習成果、学生※30行以内で記載。
　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

表１：科目区分の概要
	　科目区分
	科目区分の概要

	○○科目
	○○の基礎を修得するための科目群（計〇科目：すべて必修）

	○○科目
	○○の周辺領域に関する知識を修得するための科目群（計〇科目：〇単位を履修する必要あり）

	○○科目
	○○に関する知識・能力を実際のビジネスで展開していくために必要な力を養う科目（〇分野、計〇科目：〇単位を履修する必要あり）

	課題研究
	「プロジェクト研究Ⅰ、Ⅱ」を配置。（各〇単位）


（点検・評価報告書 ○～○ 頁に基づき作成）

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

３　教員・教員組織※15行以内で記載。
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

表２：20XX年度の専任教員に関する情報
	[bookmark: _Hlk218621705]専任教員
	専任教員のうち教授
	専任教員のうち
実務家教員
	実務家教員のうちみなし専任教員

	実地調査後に記載
	同左
	同左
	同左


（基礎要件データ表〇～〇に基づき作成）

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

４　専門職大学院の運営と改善・向上※15行以内で記載。
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

Ⅲ　提　言
１　使命・目的
項目：目的の設定
　  【長所】※実地調査後に記載。
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【特色】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【検討課題】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【是正勧告】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

項目：中・長期ビジョン、戦略
　【長所】※実地調査後に記載。
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【特色】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【検討課題】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【是正勧告】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

２　教育課程・学習成果、学生
項目：学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針
　【長所】※実地調査後に記載。
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【特色】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【検討課題】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【是正勧告】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

項目：教育課程の設計と授業科目
　【長所】※実地調査後に記載。
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【特色】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【検討課題】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【是正勧告】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

項目：教育の実施
　  【長所】※実地調査後に記載。
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【特色】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【検討課題】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【是正勧告】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

項目：学習成果
　【長所】※実地調査後に記載。
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【特色】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【検討課題】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【是正勧告】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

項目：学生の受け入れ
　  【長所】※実地調査後に記載。
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【特色】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【検討課題】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【是正勧告】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

項目：学生支援
【長所】※実地調査後に記載。
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【特色】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【検討課題】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【是正勧告】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

３　教員・教員組織
項目：教員組織の編制方針
　【長所】※実地調査後に記載。
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【特色】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【検討課題】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【是正勧告】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

項目：教育にふさわしい教員の配置
　【長所】※実地調査後に記載。
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【特色】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【検討課題】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【是正勧告】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

項目：教員の募集・任免・昇格
　【長所】※実地調査後に記載。
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【特色】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【検討課題】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【是正勧告】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

項目：教員の資質向上等
　【長所】※実地調査後に記載。
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【特色】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【検討課題】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【是正勧告】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

項目：教育研究条件・環境及び人的支援
【長所】※実地調査後に記載。
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【特色】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【検討課題】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【是正勧告】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

４　専門職大学院の運営と改善・向上
項目：専門職大学院の運営
　【長所】※実地調査後に記載。
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【特色】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【検討課題】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【是正勧告】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

項目：自己点検・評価と改善活動
　【長所】※実地調査後に記載。
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【特色】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【検討課題】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【是正勧告】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

項目：社会との関係、情報公開
【長所】※実地調査後に記載。
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【特色】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【検討課題】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

【是正勧告】
1） ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（評価の視点X-X）。

以　上



付録１
1． 評価基準について
●●系専門職大学院認証評価の評価基準は、「●●系専門職大学院基準（●年●月●日改定）」である。基準は「１　使命・目的」「２　教育課程・学習成果、学生」「３　教員・教員組織」「４　専門職大学院の運営と改善・向上」の４つの大項目で構成されており、各大項目は、「本文」「基礎要件」及び「評価の視点」からなる（「基礎要件」及び「評価の視点」は、大項目中に設けられた項目のもと設定）。
基準の「本文」は、その大項目の趣旨を定めたものである。「基礎要件」及び「評価の視点」は、各専門職大学院が点検・評価を行う際に依拠すべきポイントを個別的に示したものであり、このうち「基礎要件」は、法令事項をはじめとした基礎的な事項を指すものである。

2． 評価結果について
評価結果は、「Ⅰ　判定」「Ⅱ　総評」「Ⅲ　提言」から構成される。
「Ⅰ　判定」は、「適合」「不適合」いずれかの判定が示される（「適合」の場合の認定期間は５年間）。
「Ⅱ　総評」は、大項目ごとに、当該専攻の教育研究等の状況の概略を記載したものであるが、「基礎要件」及び「評価の視点」に網羅的には言及していない。特に言及のない「基礎要件」及び「評価の視点」は、概ね適切と判断されたものと理解されたい。
「Ⅲ　提言」は、「長所」「特色」「検討課題」「是正勧告」の４つがあり、それぞれ定義は以下のとおりである。なお、「Ⅰ　判定」の「適合」か「不適合」かの判定は、上記の提言のうち、「是正勧告」の状況を総合的に判断して行われる。
<是正勧告>
[bookmark: _Hlk167789753]①　専門職大学院に関わる法令事項又は当該分野の専門職大学院として求められる基本的事項に関し、改善を図るべき特に重大な事項。
<是正勧告>の提言を受けた場合、その専門職大学院は、具体的な計画をもって措置を講じ、必ず改善することが必要となる。
<検討課題>
①　専門職大学院に関わる法令事項又は当該分野の専門職大学院として求められる基本的事項に関し、<是正勧告>には相当しないものの、改善を図るべき事項。
②　個別の専門職大学院が掲げる目的に応じた事項に関し、当該専門職大学院の特色の伸長を図るために改善その他さらなる取組みが必要と判断される事項。
<検討課題>の提言を受けた場合、その専門職大学院は、具体的な計画と措置を検討し、改善に向け努力することが必要となる。
<長所>
①　当該分野の専門職大学院として求められる基本的事項に関し、基本的な使命を実現するための取組みとして成果が上がっている、又は十分に機能している事項。
②　個別の専門職大学院が掲げる目的に応じた事項に関し、その目的を実現し特色の伸長につながる成果が上がっている、又は十分に機能している事項。
<特色>
①　個別の専門職大学院が掲げる目的に応じた事項に関し、<長所>として取り上げるには当たらないものの、成果が将来的に期待できる又は独自の目的に即した個性的な取組みとして評価できる事項。

判定が「適合」となった専門職大学院は、是正勧告の「改善計画」、検討課題の「課題解決計画」等を策定し、これらについて評価実施の翌年度（９月頃）に認証評価委員会においてプレゼンテーションを行うことが求められる。また、「是正勧告」、その他認証評価委員会が指定した事項については、改善状況を評価実施年度から３年目の７月末までに「改善報告書」として提出する必要がある（本協会は「改善報告書」をもとに改善状況等の評価を行い、「改善報告書検討結果」として通知・公表）。
判定が「不適合」となった場合は、判定の基礎となっている事実に誤認がある場合にのみ、その取消しを求めて異議申立を行うことが可能である。また、改めて基準に適合しているか否かの判定を求めて追評価を申請することも可能である。なお、追評価を申請できるのは、評価を実施した翌年度又は翌々年度のいずれか１回のみとなっている。
このほかにも、本協会では、専門職大学院に対し、認証評価を受けた後、次回の認証評価までの間に教育課程、教員組織について重要な変更を行った場合に、届出を求めている。

以　上

付録２
１　研究科・専攻名、キャンパス所在地 
　

２　学生数及び収容定員数 ※20XX 年〇月〇日現在
学生数●名（収容定員●名）

３　目的、３つのポリシー
	目的

	


	学位授与方針

	


	教育課程の編成・実施方針

	


	学生の受け入れ方針

	




付録３
提出資料一覧
（○○大学大学院○○研究科○○専攻）

（１）４月提出資料
[bookmark: _Hlk184832559]点検・評価報告書及び基礎要件データ
（電子データ及び紙媒体（提出部数：各10部）にて提出）
	資料名称

	点検・評価報告書

	基礎要件データ



必須根拠資料（電子データにて提出）
	資料名称
	ＵＲＬ
	資料番号

	○○○○（評価実施前年度入学者向けパンフレット）
	
	0-01-001

	○○○○（評価実施前年度の学生便覧・履修要項）
	
	0-01-002

	○○○○（評価実施前年度のシラバス）
	
	0-01-003

	○○○○（評価実施前年度の成績分布表）
	
	0-01-004

	○○○○（評価実施前年度の専任教員の担当授業科目等一覧（様式任意））
	
	0-01-005

	○○○○（評価実施前年度を含む過去５年間の専任教員の研究業績等一覧（様式任意））
	
	0-01-006



点検・評価報告書　序章　根拠資料（電子データにて提出）
	資料名称
	ＵＲＬ
	資料番号

	
	
	0-02-001

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	



大項目１　根拠資料（電子データにて提出）
	資料名称
	ＵＲＬ
	資料番号

	
	
	1-01-001

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	



大項目２　根拠資料（電子データにて提出）
	資料名称
	ＵＲＬ
	資料番号

	
	
	2-01-001

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	



大項目３　根拠資料（電子データにて提出）
	資料名称
	ＵＲＬ
	資料番号

	
	
	3-01-001

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	



大項目４　根拠資料（電子データにて提出）
	資料名称
	ＵＲＬ
	資料番号

	
	
	4-01-001

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	



終章　根拠資料（電子データにて提出）
	資料名称
	ＵＲＬ
	資料番号

	
	
	5-001

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	



（２）実地調査関係資料
	資料名称

	評価結果（分科会案）に対する見解、質問事項への回答



	資料名称
	ＵＲＬ
	資料番号

	
	
	6-1-001

	
	
	

	
	
	

	
	
	



[bookmark: _Hlk184831263]（３）意見申立関係資料
	資料名称

	評価結果（委員会案）に対する意見



	資料名称
	ＵＲＬ
	資料番号

	
	
	7-01-001
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